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【研究概要】
現在福島第一原子力発電所の汚染水処理が進められているが、除染に用いられた使用済み吸着剤の
廃棄量が増え続けているため、その発生量の削減が求められている。これに資するため、本業務実
施者がこれまでに培った金属酸化物ナノ材料の作製法を活用し日英で共同研究することにより、ス
トロンチウムイオンに対する吸着性能に優れた材料を開発し、その再利用化を図ることで汚染物質
に起因する環境問題を低減化することを目的とする。研究の進め方として、信州大で作製した吸着
剤を分子研と英国チームで構造解析し、その結果を信州大で得られた吸着性能と合わせて東北大が
データ科学的に理論解析し、吸着性能の改善に向けた作製指針を導き出す。その結果を信州大に
フィードバックし、新たな吸着剤の作製につなげていく。吸着剤由来の廃棄物処理法についても英
国側で検討することで、吸着剤の製造から廃棄までの一貫した研究を有機的な連携で効率的に行う。
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